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特集 乳酸菌・ビフィズス菌・乳酸菌生産物質

同社会長の浦壁初栄氏は「健康食品のみ

ならず一般の食事からも手軽に有用菌を

摂取して欲しい」としており、今回リ

ニューアルする粉末品もその一環として

開発。スープやカレーなどに配合できる

ほか、パンやケーキなどに練り込み、高

温で焼き上げても活性を維持することを

確認済み。同社では、中食や外食シーン

に向けた協業による展開や、OEM供給に

ついても今後積極的に展開していくとし

ている。

周氏がストレプトコッカス・フェカリス

（現エンテロコッカス・フェカリス）の一

種に、動脈硬化の要因とされるコレステ

ロールや血中トリグリセライドの低下作

用があることを突き止め、同年、腸内細

菌サプリメント「コッカス菌AD101株」を

世界に先駆けて開発した経緯を持つ。

「AD101株」は健康なヒトの腸内細菌か

ら分離され、より活性を高める為に特殊

熱水処理を行った死菌体。加熱処理によっ

てヒートショックプロテインなどのグロ

スファクターが放出されることで、体内

摂取後、他の腸内細菌の増殖能をより高

め、より多様性をもたらすことを確認し

ている。

菌 末 の ラ イ ン ア ッ プ は「AD101株

（Enterococcus faecalis）」の他にも当社で

は「AD302株（Lactobacillus reuteri）」「AD206

株（Lactobacillus acidophilus）」、「AD 601

株（Streptococcus salivarius）」 の 計4種。

配合している菌末3種「AD101株」「AD302

株」「AD206株」に加え、新たに「AD601

株」を追加し4種類に。含有する菌数は1

包あたり従来品の6,000億個から、1兆2,000

億個と倍増した。また、内容量も15g（0.5g

×30包）から30g（1g×30包）に増量し、

より体感性の強い商品設計に変更した（写

真下）。

同社は1973年に健康関連商材のベン

チャー企業として創業。創業者の浦壁伸

㈱アドバンス（東京都中央区）は、殺

菌乳酸菌『AD101株』を配合した飲料製品

『コッカスドリンクゴールド』について、

パッケージリニューアルし、新発売した。

同品は、1瓶50mlあたり、「AD101株」（エ

ンテロコッカス・フェカリス）を500mg、

「AD302株」（ラクトバチルス・ロイテリー）

を500mgと高配合し、さらに酵母エキスを

加えた清涼飲料水。日々の健康維持を目

的に体感の強いドリンクとして、通販を

はじめとしたルートで支持を集めている

ロングセラー品。リニューアル品は、白

とオレンジを基調としたデザインに一新

し、明るいデザインに仕上げた（写真上）。

　また今秋より、粉末タイプの『ＡＤ

株マジック』についてもリニューアル発

売する。リニューアルに伴い、従来品に

殺菌乳酸菌「AD101株」配合ドリンク
『コッカスドリンクゴールド』をリニューアル

アドバンス

乳酸菌、酪酸菌原料拡販へ

（昭和 51 年６月８日第３種郵便物認可）第1749号●2022年10月5日（第 1・3水曜日発行）［ 12 ］

特集 乳酸菌・ビフィズス菌・乳酸菌生産物質

月時点で58件となり、年内には60品に到

達する見込み。

『ラクリス™』の強みは、配合コストの

低さにある。1日当たりの推奨摂取量は 1

億個（添加量換算：20 ～ 40mg）と少量で

あり、カプセルなど配合成分量が限られ

る剤形の製品であっても、複数の素材と

合わせて使用することができる。

㈱明治フードマテリア（東京都中央区）

は今秋より、グループ会社の㈱明治（東

京都中央区）が持つ独自菌『明治ビフィ

ズ ス 菌6001株 』（Bifidobacterium longum）

を使用したOEMサービスを開始する。

同ビフィズス菌は、東京大学名誉教授

の故光岡知足氏と当時の明治乳業が共同

研究により開発。細胞膜が厚く、胃酸に

強い特性を持つ。高濃度培養後、純粋な

ビフィズス菌として取り出す技術を確立

している。同社では過去に一部OEMを手

掛けていたが、近年のニーズの高まりを

受け再開する。OEMについては、フラク

トオリゴ糖『メイオリゴ』と組み合わせ

たシンバイオティクスを軸とした商品提

案にも乗り出す。

乳酸菌の研究を続けており、ヒ

ト臨床試験にて、便通改善作用、

腸内細菌叢の改善、花粉症症状

の緩和作用、また新たにシンバ

イオティクス効果を含む肌機能

改善作用が確認されている。更

に、ヒト腸管モデルを用いた試

験にて酪酸産生菌及び酪酸増加

などのエビデンスも蓄積している。

機能性表示食品分野では、「有胞子性乳

酸菌（Weizmannia coagulans SANK70258）」

を関与成分とし、便通改善に関する有用

性をSR、臨床試験により確認済みだ。ヘ

ルスクレームは、「生きて腸まで届き、腸

内環境を整えることで、便通を改善する

機能が報告されている」。受理数は今年9

三菱ケミカルグループ（東京都千代田

区）の『ラクリス™』は、国内の乳酸菌市

場においてトップクラスの採用実績を誇

る「有胞子性乳酸菌」だ。

有胞子性乳酸菌とは、その名の通り胞

子を形成する乳酸菌。1949年に山梨大学

の中山大樹博士が緑麦芽から分離するこ

とに成功した。通常の乳酸菌と比べて、

熱や酸への安定性が高く、乳酸生成能力

にも優れている為、スタンダードなカプ

セルや飲料だけでなく、焼き菓子、パン、

青汁、コーヒー、調味料、プロテインパ

ウダーなどにも配合できる。また、中国

や米国など海外企業に採用されるケース

も増えている。

同社では、50年以上にわたり有胞子性

を65年 に わ

たり展開し

てきた背景

から、厳し

い安全性基

準と品質管

理を徹底し

てきた。こ

うした企業

風土から生

まれた乳酸

菌やビフィ

ズス菌を国

内外の多くの方に利用してもらいたい」

とし、今後さらなる供給拡大を目指して

く構え。

腸内環境を改善する（抜粋）」旨の表示で

機能性表示食品としての受理実績を有し

ている。同社では「殺菌乳酸菌単独で“ビ

フィズス菌を増やす”と表示できるのは

EC-12のみ」としている。一方、ビフィズ

ス菌を加熱殺菌した『BR-108』も順調な

売上をみせる。ウイルス感染抑制効果や、

腸内環境改善、花粉症抑制、脂肪蓄積の

抑制など、こちらもエビデンスの充実を

図っている。「乳酸菌と差別化したい」と

いったニーズや「EC-12と組み合わせた高

付加価値品」としてのニーズから採用数

も増加しているという。特に「体感が強

い点が評価されている」とし、提案を進

めている。 

同社では「当社の主幹事業はベビー用

品の開発や販売。赤ちゃんに向けの製品

菌乳酸菌EC-12の感染防御効果に関する新

知見」と題し14日に講演予定。『EC-12』

を主剤に、殺菌ビフィズス菌『BR-108』、

ビタミンDを組み合わせたサプリメントの

感染防御効果を紹介する。

殺菌乳酸菌原料『EC–12』は、フェカリ

ス菌（Enterococcus faecalis）を加熱殺菌

処理し、菌体を高密度に集菌させること

で1グラム中に5兆個の菌数を規格化して

いるのが特長で、少量で多くの菌数を摂

取できるのが売り。今年販売から20年の

節目を迎えるロングセラー原料で、殺菌

乳酸菌市場を形成してきた代表的な原料

のひとつ。市場をけん引してきた実績を

誇る。

菌数による利点を裏付けるエビデンス

も豊富で、「腸内のビフィズス菌を増やし、

コンビ(株)ライフサイエンス事業部（さ

いたま市桜区）は、殺菌乳酸菌原料『EC–12』

に関する最新の研究成果として、疲労感

軽減に関するメカニズムの解明と、BR-

108やビタミンDと組み合わせた処方が感

染防御に有効であるとのモニター試験の

結果を得たと発表。今月12日より開幕す

る「食品開発展」に出展し、プレゼンテー

ションセミナーで紹介する。

疲労軽減に関するセミナーは「肝臓の

酸化ストレスを低減させる殺菌乳酸菌EC-

12」と題し12日に講演する。疲労感の軽減

については、これまでモニター試験によ

り摂取1カ月で疲労感が軽減される傾向が

あることを確認していたが、今回の研究

はそのメカニズムの解明に踏み込んだも

の。一方、感染防御効果については、「殺

EC-12で新知見、「疲労感軽減」と「感染防御効果
食品開発展セミナーで発表
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